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己

男

問
問
象
山
は
撫
州
川
金
銭
ハ
江
西
)
の
入
、
幼
時
よ
り
係
兵
士
あ
つ
で
、

五
十
内
才
剤
門
(
湖
北
〉
に
淡
す
る
山
治
、
或
は
山
川
仕
し
て
官
に
あ
る
も
事

或
は
家
居
し
て
議
授
に
営
る
も
、
常
に
特
異
の
挙
制
州
JT
唱
道
し
て
一
昨
に
設
さ
な
な
し
、
人
遂
に
之
を
稀
し
て
陸
地
?
と
い
ふ
に
到
つ
に
。

併
し
象
山
は
、
名
家

ω
門
に
殺
を
執
っ
て
郎
事
し
七
こ
と
は
な
く
、
主
に
山
水
率
ど
凶
暴
と
な
以
て
我
が
惑
を
な
し
七
の
で
ゐ
る
か
ら
、
仰

授
市
川
俸
に
依
る
町
内
十
統
と
い
ふ
志
の
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
併
し
拡
淑
や
る
所
を
わ
が
腕
と
し
て
そ
の
撃
を
絡
代
に
つ
ぐ
と
公
ふ
笠
味
に
於
て

は
、
県
統
み
り
と
一
誌
は
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
更
に
叉
象
山
自
身
に
は
開
質
的
積
極
的
に
戎
泉
の
機
水
禁
展
に
努
め
た
り
す
と
一
同
は
ぬ
に
し
て
も
、

客
観
的
に
研
究
し
て
‘
そ
の
先
行
す
る
附
学
者
、
応
十
波
m
学
問
問
中
に
之
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
り
、
位
相
営
の
影
響
を
及
ば
ぜ
り
と
せ
ら
れ
る
も

の
が
存
す
る
場
合
は
ち
こ
れ
叉
紘
一
頃
絞
め
り
土
一
況
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
下
か
〉
る
窓
味
に
於
て
、
践
皐
の
先
河
tr-
忍
は
れ
る
も
の
に
つ
き
少
し
研
究
し
て
み
七
い
。

第

四

節

孟

ヲL

一
儒
教
の
道
統
に
鰯
ず
る
須
山
の
所
見
は
、
ぞ
の
金
集
中
所
々
に
散
見
す
る
の
で
ゐ
る
が
、

ぞ
の
一
一
一
時
ふ
と
こ
ろ
を
嬰
約
す
れ
ば
大
概
次
の
如

く
で
あ
る
。

一一 ~9 一一

部
も
発
一
舜
の
遂
を
体
へ
立
も
の
は
孔
子
で
め
号
、
孔
門
に
於
て
は
額
一
子
に
俸
は
り
し
聞
や
は
亡
び
て
後
世
傍
ら
も
千
(
諒
一
¥
子
滋
子
互
に
関

七
一
て
は
講
話
編
纂
等
に
擁
し
そ
の
功
殺
は
認
め
る
も
B

そ
の
俸
一
ふ
る
間
半
は
専
ら
文
皐
の
捜
場
一
で
も
地
認
内
の
体
遺
と
し
て
は
嫌
芯
に
る
る
の
め

濁
ぉ
ソ
曾
予
そ
の
疋
械
怖
を
得

τゐ
る
と
す
る
。
(
諒
一
一
一
〉
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脅
子
は
之

'Zγ
廓
仰
に
俸
へ
、
子
忍
よ
り
設
予
に
俸
つ
士
ハ
誌
協

Y

、ー

に
支
っ
て
叉
党
大
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
君
子
以

後
千
十
例
五
夜
年
の
関
，
俸
を
以
て
大
名
ゐ
る
も
の
窃
.
揚
湯
玉
、

emq

機
仰
ぎ
、
山
崎
撃
に
列
す
る
を
以
て
己
が
任
と
し
七
Q

然
ら
ぱ
，
一
市
川
子
の
如
何
な
る
熱
JT
諮
問
し
と
し
て
之
に
私
淑
し
に
の
で
あ
る
か
。

象
山
は
経
企
問
中
最
も

は
取
る
に
足
ら
宇
と
な
し
も
象
山
は
夜
ち
に
設
子

ゐ
一
る
が
も

る
が
如
く
で
あ
っ
て
も
常
に
之
に
言
及
し
、
叉
援
M
m
L
，
人
の
「
先
生
之
卒
、
赤
有
所
受
乎
」
'
ど
悶

へ
る
に
濁
し
で
は
、
「
間
副
議
孟
子
関
白
符
之
」
〈
金
銭
各
三
十
五
語
録
V

と
議
ベ
七
躍
で
あ
つ
に
が
、
ぞ
の
設
予
に
支
ん
十
る
部
川
の
最
丈
る
も

の
は
、
竹
善
一
訟
と
養
一
白
紙
論
と
で
あ
る
。

両
手
~
g
S
4
・々

P

イ
/
け

μ
・刀

の
性
強
引
設
を
常
一
一
一
ん
ぜ
る

、
、
故
一
説
予
選
性
諸
問
，
税
収
mm
械
、
日
人
之
布
之
、
一
向
話
不
認
煮
詰
敗
者
也
、
謂
北
〈
君
不
能
者
、
妓
北
パ
設
者
也
氏
々
(
間
各
十
九
文
章
綜

mm
詑〉

品
晶
子
問
、
冊
一
日
人
之
不
善
‘
常
如
後
患
何
、
今
人
多
失
北
(
皆
、
表
7

誠
子
遊
牧
替
、
故
一
世
間
人
側
…
有
不
替
、
今
宏
一
一
話
人
之
不
替
、
後
一
将
サ
怨
不

努
.
間
以
不
等
向
汝
、
汝
作
何
以
作
之
、
故
日
滋
如
後
患
何
、
ハ
問
各
…
一
一
十
mm
議
録
〉

貴
子
設
米
山
一
市
小
私
一
一
紘
一
総
務
詠
五
六
治
、
始
一
辺
皆
η
兆
一
志
向
学
之
光
夜
、
如
水
之
脊
潤
、
日
月
之
布
充
、
持
n
M
本
原
後
mw
如
此
、

ハ
同
港
…
…
…
十
関
誌
鈴
)

の
如
き
を
始
め
と
し
て
.
其
所
論
中
熔
一
々

4pe
芝
司
し
ど
る
る

4

J

4

4

4

5

I

v

v

g

 

に
伏
つ
で
明
か
で
み
る
し
、
叉
、

む

論
に
閥
慨
し
て
は
‘

f母
子

自
牛
山
之
木
管
笑
尖
以
下
、

岱
月
深
日
出
場
(
同
容
七
、

mm
都
中
京
〉

k
h
M
S
A一
行
川
三
弘
、

L
し‘、
h
h
y
h
u
u
s

話
量
霊
安
止
汚
名
高

米
能
的
抗
入
然
授
も
一
誠
一
千
筏
以
側
側
諸
動
心
明
、
予
別
可
以
仙
川
…
同
体
突
、

、
、
か
へ
に
い
ほ
晶
子
ー
か
す
仁
、
い
h

明、
T
7
K

布
、
古
一
一
バ
千
二
主
主
J

寸
J
Y
M
P

パ
ヨ



戒
之
以
無
恭
共
筑
姐
…

xhA
〈
間
各
一
二
十
府
議
録
〉

子

iz-択
T
定
ミ
λ
一晴、記

avA
ヘ
司
王
J

弓
U
F
U河
T
安
ラ
l
J
1
主
引
き
泌

f
F
¥

等
を
如
め
と
し

τ、
設
予
の
私
心
養
筑
の
殺
を
常
に
綾
川
一
し
て
，
自
分
の
所
論
を
治
め
て
ゐ
る
事
が
非
常
に
多
く
‘
以
て
そ
の
如
何
に

子
守
重
視
し
て
ゐ
る
か
を
見
る
こ
と
が
出
来
る

ω
で
め
る
。
な
な
位
諮
問
論
控
訴
政
の
外
、
象
山
の
託
子
に
言
及
し
て
ゐ
る
事
は
枚
訟
に
似
が

な
い
程
で
‘
或
は
「
先
立
兆
一
大
者
」
と
…
山
ひ
ち
或
は
「
高
物
皆
兵
於
我
い
?
と
…
バ
ひ
、
或
は
諸
制
刊
の
別
府
v

論
じ
、
或
は
知
設
な
章
一
ん
令
る

随
一
県
の
骨
子
と
な
っ
で
ゐ
る
主
授
は
殆
ん
げ
と
一
説
子
よ
り
撮
り
楽
9
七
る
か
の

で
之
を
m
刊
に
り
に
(
前
向
v
'
ム一一
M

つ
で
ゐ
る
税
で
で
ゐ
る
が
，
先
等
の

み
る
。
故
に
象
山
も
自
ら
「
我
m

棋
は
武
子
ぞ
読
む
に
悶
り

幼
郡
山
が
如
何
に
機
一
取
し
如
何
に
設
用
し
、
如
何
に
夜
間
航

()) 

き
せ
で
ゐ
る
か
は
‘
今
こ
下
に
詳
論
す
る
紙
数
が
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
は
主
と
し
て
愚
説
上
よ

9
克
子
L
心
象
山
一
と
の
関
係
を
検
討
し
七
の
で
ゐ
る
が
‘
更
に
附
者
の
関
係
は
、
ぞ
の
性
格
上
じ
於
て
も
亦
非

常
に
類
似
的
で
あ
る
こ
と
を
見
出
す
の
で
み
る
。
泣
一
ナ
ス
併
一
銭
に
綾
浴
し
て
み
る
か
の
謝
気
、
何
物
と
云
へ
ど
も
之
に
濁
す
る
者
は
駁
撃
し
説

得
せ
宇
し
で
は
措
記
か
な
い
意
気
事
及
び
議
心
宋
翠
に
議
べ
ら
れ
に
る
袈
換
を
絡
世
に
機
、
が
ん
と
せ
る
そ
の
自
信
、
こ
れ
ら
は
ゆ
亦
象
山
の
揚

令
じ
強
打
よ
く
奴
て
ゐ
る
、
か
の
「
取
二
一
一
…
策
両
日
突
」
〈
象
山
例
会
集
各
一
二
十
二
)
に
於
て
、
注
予
の
「
議
伝
説
内
不
如
何
州
選
、
否
於
武
成
取
二

一
一
…
策
一
山
巴
突
い
と
喝
破
せ
る
に
加
捻
し
て
、
「
一
路
之
以
理
い
と
…
京
ひ
、
交
に
「
知
持
不
合
於
課
、
知
雄
二
一
一
一
策
之
謀
、
亦
不
可
得
間
取
之
也
い

一
主
強
勢
し
て
ゐ
る
こ
と
‘
又
「
武
子
亦
激
作
却
不
燃
一
来
週
レ
左
説
子
の
令
市
引
を
道
破
し
て
ゐ
る
こ
と
等
JT
考
へ
令
す
れ
ば
.
党
子
の
稜
械
的

一一 31'苧円四

熱
情
に
如
何
に
共
鳴
し
て
ゐ
る
か
な
知
る
一
挙
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

友
子
議
山
共
に
一
向
議
竣
険
の
性
絡
を
持
し
、
後
敏
一
の
頭
脳
を
以
て
一
万
隠
践
的
の
論
法
主
符
笈
と
す
る
哀
を
知
れ
ば
、
象
山
一
か
み
地
子
の

統
を
縫
ぐ
と
自
任
し
て
ゐ
る
の
も
十
分
了
解
す

設

天級
喪子
予， na 

V 之
、後

が
同
楽
A
Q

で
み
ら
う
。

子
了
、
一
故
誌
、
用
之
慰
行
為
λ

中
日
之
別
蔵
、
被
我
興
磁
有
是
ち
顔
子
設
、
光
子
山
大
之
段
、

接
覧
本
復
韓
議
、
A

象
指
先
生
全
集
恋
一
一
一
十
回
、
語
縁
)
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治
一
一
、
主
・
粛
榊
助
法
談
話
論
説
乃
子
滋
子
文
所
縦
、
亦
有
可
攻
者
、
知
的
学
一
向
一
議
子
日
女
章
、
使
税
引
税
一

仏
材
不
名
ぽ
以
子
裕
之
強
芳
子
支
援
.
や
す
所
縁
者
此
二
人
耳
、
(
間
各
一
一
一
十
五
詳
録
〉

之
シ
オ
一
日
ド
、
実
孝
子

7
/
ご
匂

?
I
1
i
主

パ

ベ

U
S
4
t
e
A

先
生
公
益
子
友
之
内
で
倖
之
後
一
秒
一
本
有
害
，
〈
関
川
容
一
一
一
十
開
設
鋒
J

怒
我
子
賞
有
若
、
立
ハ
才
智
最
高
も
子
一
え
子
滋
子
提
‘
叉
下
一
等
、
船
出
滋
一
反
日
援
交
之
湯
.

我
子
賞
有
作
所
狛
不
布
此
佼
も
況
滋
友
乎
‘
ハ
問
答
一
一
‘
用
一
李
省
幹
二
〉

如
お
子
弟
怜
子
、
雄
一
有
致
魯
之
鋭
、
立
ハ
資
待
夫
一
子
山
川
喜
、
於
二
人
中
心
ん
以
樹
立
於
rT
弟
、
不
幸
前
夫
子
市
死
、
不
見
一
兆
所
成
就
卒
之
，

、
、
、
一
品
川
北
ハ
体
道
授
業
不
謬
於
梨
、
入
、
宰

体
夫
子
之
道
者
一
種
乃
在
曾
子
，
〈
向
指
〉

注
問
、
白
骨
子
悠
一
之
子
息
苦
千
明
ハ
体
之
f

誠
子
.
乃
作
品
ん
ハ
体
一
芥
，
外
此
別
不
可
以
世
一
口
近
.
〈
同
右
〉

一
光
、
ハ
同
容
さ
十
凶
、
刊
一
川
銭
〉

争

FPR
詳
と
子
忍
‘
子
立
五
ノ
一
之
子
、
た
ぺ

y
一守‘

雪
傘
下
♂
.1
住
之
A

F

ペ

よ

p
f
f
J
，
4
1
1
う

戎

/

J

J

d

え

第
二
窓
弔
問
刀
註
、
竹
本
守
一
守
、
ど

a

，wa
，
.
周
囲

A
d
量

竿

x
q
f
r
J
Z
w
k
p
'
s
-
h
T
，ぺ
e
a
d
“

斗

時

陸
劫
郡
山
の
京
協
同
に
於
け
る

mm
税
関
係
全
日
凡
乙
に
，
前
越
せ
る
如
く
布
一
名
な
ん
木
健
の
門
に
入
換
し
た
こ
は
絡
え
で
見
え
な
い
か
ら
、
師
弟

授
受
の
鱗
係
に
於
げ
る
弟
統
と
い
ふ
る
の
は
な
い
わ
け
で
あ
る
J

故
に
金
総
間
最
も
「
象
山
之
築
、
本
無
所
北
い
(
一
民
湾
内
小
業
〉
と
い
っ
て
ゐ
る
。

併
し
間
接
の
授
受
樹
係
は
な
い
に
し
て
も
‘
路
島
e

の
先
)
刊
を
な
し
て
ゐ
る
Ldv
見
倣
し
得
る
聞
や
者
は
、
ん
本
儲

ω
中
に
も
必
ム
γ
あ
り
と
す
る
の
一
か

務
訟
で
あ
ら
う
。

今
仰
木
元
県
築
中
に
象
山
革
案
を
見
れ
ば
，

除
九
粥
象
山
V

文
締
務
友

上
築
.
繋
滞

i.犠
鴻
、
竹
軒
縫
体



と
す
い
え
で
す
り
、
司
容
は
師
会
草
案
に
は
‘

ー
も
ノ
つ

F

i

-

-
，
勾
J
n
l
T
L
w
d
H
'
ヲ

制
収
内
自
謝
上
察
以
後
、
京
い
い
一
約
ハ
袋
持
〉
林
竹
軒
、
張
ん
叫
ん
お
(
(
殺
浦
〉
苓
一
林
文
軒
ル
官
補
茅
、
及
象
山
市
大
成
、

土
見
え
て
ゐ
る
つ
然
ら
ぱ
今
、

mm
話
、
伊
川
、
上
茶
、

mm許
、
問
倍
、
崎
浦
、
和
培
、

ドえ
f
j
p
y

，
〈
こ
〈
〉
ア
、

2
4
〉

む

I
C
J
3

3
J
8
J
当
(
f
J
v
ヴ

mw母
d
A八

F
z
f
d
i

も
の
や
J

調
べ
で
見
れ
ば
、
凡
そ
火
の
如
き
荻
か
ら
得
る
の
で
あ
る
。

援
渓

将. 将ー
イjt 1:1，月、

} J I 道‘

楊詩10
議上。
山務。

門 i
I ，-<< ~I一寸
芳三1::

0 許張。
不11 露。様験。
靖 j撃。塘滅。
I J I 
寸寸駅
路 l竹:
社!析。

抱一 J一一
1 I 

林限二a-aコと一一次・ 婿 L1J
軒 山・'-./ '-./ 

象
向
感
築
に
於
て
際
撃
の
先
汚
(

J

ヂ
」
ま
せ
り
と
去
っ
て
ゐ
る
上
察
‘
護
法
、
横
消
‘
竹
特
に
は
前
表
中
に

O
印
な
治
し
て
お
い
仁
o

こ
の
凶

行
水
の
巾
で
東
き
を
な
す
も
の
は
上
薬
と
様
浦
で
み
る
か
ら
.
こ
の
ご
家
に
つ
い
て
は
次
的
以
下
略
訟
を
試
み
亡
い
。

心判明暗 S3肺門戸

竹
軒
は
周
許
諾
矯
閥
単
築
に
見
え
て
ゐ
る
が
も
磁
器
議
案
に

先
生
兄
弟
パ
弟
は
叔
豹
〉
議
者
不
体

と
あ
る
如
く
、
ぞ
の
事
統
の
洋
一
絡
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
奈
純
一
誌
は
二
自
の
詩
を
掲
げ
て
、
そ
し
て
「
則
日
開
象
山
気
回
日
尖
」
と
賠
じ

て
ゐ
る
が
、
ぞ
の
詩
は
次
の
如
き
・
も
の
で
め
る
。

認
し
(
竹
軒
〉

良
市
部
課
謙
一
物
物
相
時
、

語字

箆

i会

お刊
γ，4・sr

議

露

関

苦

知



炉内市 2益時開時

月額

沼務:

千怒

11l日
影尺

自主5

:Hli ~主

智

子

営

一

年

多

幣

等

水
流
寓
繁
一
心
銭
競
、

把

手

沙

頭

英

知

‘

興

君

原

不

帰

江

湖

、
認
ぺ
、
絞
っ
て
智
子
の
唯
'
と
一
式
へ
る
一
貫
の
mmf
合
総
し
、
夜
殊
全
力

詩
中
一
辺
ム
所
は
，
天
地
無
心
に
し
て
市
も
殻
一
一
向
殊
伝
説
は

め
て
知
境
問
に
習
し
む
こ
と
を
反
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
か
ら
，
陸
海
ず
の
光
一
約
主
税
す
る
も
妄
論
で
は
ゐ
る
ま
い
。

繋
搾
γ

い
つ
い
て
は
、
震
調
仲
間
伊
集
に
ぞ
の
路
設
が
見
え
て
居
る
、
そ
の
蹴
盟
議
案
に
世
間
ふ
所
は

J

信
伯
ハ
震
津
〉
相
忽
箱
一
山
所
許
、
前
線
翁
舵
之
、
共
後
陽
明
叉
最
終
之
、
予
誤
信
偵
察
、
頗
枠
象
山
之
街
茅
‘
北
ハ
mK
之
荘
以
此
、
共
裕
之

者
亦
以
此
、

E
認
し
て
ゐ
る
。
其
の
如
何
な
る
黙
が
象
山
の
務
茅
と
見
な
さ
れ
る
か

ム
仁
、
替
っ
て
秘
書
省
五
学
に
り
し
持
、
認
に
熔
じ
て
時
苛
し

3
5品
治

v

，

，色事

A
a曹
司

4
n
n
p政
均
舜
高
揚
す
一
武
之
議
事
初
体
法
令
符
節
、
非
体
均
一
人
之
道
，
体
立
(
心
、
非
惨
殺
人
之
心
、
体
「
十
一
之
心
哉
、
己
之
心
然
別
立
法
人
之
心
、
広

替
皆
俗
、
故
欲
発
一
体
舜
以
来
之
道
擁
充
是
心
…
お
耳
、
〈
袋
待
感
架
所
引
〉

E
潔
し
て
ゐ
る
の
を
見
れ
ば
.
ぞ
の
所
論
が
如
何
に
も
主
観
的
唯
心
論
的
で
み
つ
で
、
象
山
向
調
ど

ゲ
十
分
納
得
す
る
こ
と
が
出
来
る

で
み
の
ら
う
。

濁
し
て
、
震
源
記
者
録
中
の
火
の
僻
意
の
如
急
は
、
又
如
何
じ

開
法
然
之
内
刻
、
議
乎
一
大
桃
之
問
、
践
的
法
無
関
‘

~ 

〆(~

び
で
民
る
こ
と
全
知
り
得
る
で
め
ら
う
。

間
如
何
阿
見
市
内
物
狩
抗
予
我
、
先
生
直
訴
料
、
持
物
持
続
干
我
、



議
心
知
性
以
知
天
、
見
伺
川
容
接
点
今
井
弐
別
欲
存
心
議
性
以
官
増
夫
、

新
校
な
次
第
で
ゐ
つ
に
か
ら
、
栄
子
は
勺
叫
ん
ハ
不
地
一
一
蹴
伊
川
之
一
円

L
二
之
吋
ノ

1
4
mコ
ィ

事
k
f
m
w』
し
七
の
で
み
ら
う
。

決
に
松
明
滋
に
つ
い
て
開
設
す
る
こ
と
〉
す
る
。

栄
元
感
集
中
に
は
.
明
道
合
斥
し
て
象
山
の
先
一
刊
と
明
記
し
に
所
は
な
い
。
併
し
象
山
自
身
の
一
一
一
一
口
僻
B

後
朴
一

mm者
の
許
論
、
及
び
刊
別
法

ω

・
ず
ケ
併
合
衆
践
す
る
に
、
泣
に
明
道
は
上
禁
の
仰
で
あ
り
、
叉
様
浦
渋
滞
の
仰
な
る
訪
飽
山
の
仰
で
め
る
と
す
ふ
関
係
の
み
と
は
湾
へ
ら
れ
な

い
。
栄
代
に
於
て
総
棋
の
前
蹴
七
部
ゆ
れ
ば
、
必
宇
和
明
道
お
遡
江
す
る
金
援
す
る
。
凡
そ
ん
木
県
一
般
は
、
明
廷
を
父
と
し
、
伊
川
合
ほ
と
し

て
ゐ
る
と
砕
す
る
る
議
官
で
は
な
い
が
、
そ
の
中
、
米
子
が
多
く
伊
川
を
体
へ
仁
い
と
公
ふ
に
釣
し
、
路
子
多
く
明
惑
を
体
へ
七
り
と
公
つ

で
も
よ
い
で
あ
ら
う
。

ゑ
山
の
二
科
子
に
言
及
せ
る

、
ぞ
の
全
集
中
二
一
一
一
見
出
し
役
一
る
。

(
袋
三
十
四
、
認
鈴
〉

4・

伊
川
被
剣
一
深
i

明
道
州
州
通
疏

お
は
伊
川
を
隠
し
て
明
認
を
稼

二
税
見
知
茂
叔
後
、
吟
風
奔
丹
市
一
節
、
有
一
品
口
問
山
山
総
之

右
も
亦
伊
川
を
疑
し
、
明
道
セ
給
し
て
ゐ
る
。
こ
の
伊
川
に
就
て
は

て
ゐ
る
。

後
来
間
引
退
此
意
却
存
、
伊
川
日
失
此
設
、
ハ
向
お
)

一日間 3a山一時

ね
て
之
セ
疑
し
七
事
一
は
見
受
け
る
の
で
め
る
が
、
之

γ
稀
し
て
み

る
こ
と
は
絡
無
で
あ
る
Q

(

注
一
〉
何
故
に
伊
川
を
箆
す
る
か
と
一
広
ふ
に
、
白
紙
花
悲
傷
我
者
(
注
一
〉
と
除
し
て
ゐ
る
に
依
れ
ば
、
伊
川
の
訟

の
分
析
的
説
明
的
妓
渡
的
な
る
ぞ
斥
し
て
一
試
へ
る
も
の
を
と
怠
は
れ
る
。
之
に
一
民
し
明
道
営
繕
し
て
ゐ
る
の
は
、
通
疏
去
一
一
百
ひ
・
有
r
青
山
山
ハ
黙
之

設
と
言
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
統
一
納
税
的
、
践
得
一
的
な
る
J

ピ
好
み
し
て
ゐ
る
も
の
と
一
去
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
o

併
し
只
一
連
疏
と
一
一
一
一
川
ひ
、
官
新
之

一
旗
主
去
、
ム
の
み
で
は
斡
れ
γ

に
漠
然
と
し
て
ゐ
て
不
十
分
で
あ
る
か
ら
、
明
道
皐
菜
‘
河
南
怒
氏
建
一
番
、
二
怒
文
集
、
上
茶
話
銭
等
に
依
っ
て



n/、
市市内 νり明明神

明
惑
の
象
山
に
籾
題
す
る
究
第
を
探
求
し
て

L、。

と
天
人
介
一

ヴ
ゴ
」
山
弘
之
は
己
主
主
之
江
、

一コノ
4
J
F
人

L

ノ

よ
i
dづ

F
ι
iノ

t

に
珍
「
患
者
須
先
設
仁
」

yy-

冒
頭
に
大
官
合
下
し
、

の
思
想
守
強
ぺ
事
実
に
謹
ん
で
つ
良
知
良
能
党
不
哀
失
」
と
人
牲
の
本
然
七
高
唱
す
る
所
、
'
環
合
透
徹
し
論
旨
一
向
巡
で
ゐ
っ
て
、

ぎ
象
山
に
体
ふ
る
の
淑
ゐ
る

が
山
内
一
点
る
。
邸
ち
象
山
が
「
先
立
大
者
」
1
f
p

続
一
し
て
人
夫
同
様
の

し
‘
叉
「

分
内
事
」
と
…
ぷ
ひ
も
或
は
設
予
の
良
知
的
を
務
純
論
議
し
て
ゐ
る
所
を
見
れ
ば
，

f

i
、
1

J

L

I
じ
司
、
♂
い
二
H
J
V
1
/
¥

g
a
'
dペ
削
ぷ
ト
L
r
F
t
g
t
J

二
斤
庄
叩
門
立
は
し
て
ハ

Fi‘、ミ、ユ，イイ
ιト

r
.
J
i
.
，
〆
L

.

〈

る
。
か
〉
る
次
第
を
知
り
で
か
知
ら
A
Y

し
て
か
p

朱
子
は
設
仁
総
合
以
で
地
位
向
者
之
容
と
し
て
、
役
の
近
関
山
鈴
中
に
は
之
を
除
い
に
の
で

あ
る
が
、
亦
そ
の
見
地
合
よ
く
守
る
も
の
L
L
公
ひ
得
る
で
ゐ
ら
う
。

お
殻
仁
科
仰
の
中
に
見
え
に
る
明
滋
の
唯
心
論
的
立
場
に
於
け
る
夫
人
合
一
広
恕
に
闘
し
て
は
ち
河
南
二
税
法
治
問
中
に
も
彼
此
燦
々
丸
山
内
し

得
る
の
で
あ
っ
て
。

抱
一
物
幹
的
於
我
山
火
予
反
身
一
尚
一
説
、
品
川
山
英
大
於
お
、

大
入
者
間
一
天
地
合
北
川
徳
、
興
行
月
ん
け
其
明
治
非
在
外
也
、

(
第
十
一
明
道
先
生
松
山
〉

の
如
き
そ
の
一
例
に
す
ぜ
な
い
。
勿
論

撃
と
も
に
明
道
の
始
め
て

で
は
な
く
、
前
者
が
武
子
よ
り
後
者
が
mm
よ
り
絞
り
烈

ぺ1:'

っ
て
ゐ
る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。

併
し智

子

um
繁
之
窓
、
心
長
器
、
期
日
記
心
、

'
と
あ
る
は
、
明
道
の
純
白
に
吟
ひ
件
七

〈
同
容
第
十
一
…
…
も
明
道
先
生
訴
)

身
魚
皮
山
W正m

の

こ
そ
唯
心
的
救
界
一
関
守
最
も
よ
く
公
ひ
件
て
ゐ
る
も
の
で

℃ど

J
r
〉
)
。

日

J
J
U
J
I
J

つ

め
っ
て
，

や
が
て
こ
の
訟
は
象
山
に
支
つ
て
は
ぺ
心
却
現
ん
と
一
辺
ひ
出
さ
れ

h

，‘。‘
*
Z主
、
ノ

り
-
初
打
尽
C

九
地
支
柱
と
な
る
の
で
ゐ
叶
ω
。

え一、

1
4り
〉
命
こ
れ
£

c
z，

F

L

F

衡
が

u
y
n
i
J
v
a
v
-



先
生
(
明
設
〉
日
.
凡
事
析
な
げ
刊
山
地
、
簡
易
不
必
氏
道
恕
‘
若
一
件
介
mw
何
M
V之
作
一
w

円
か
は
川
、
日
期
的
川
市
天
下
之
斑
mw
ハ
上
段
一
小
一
山
川
鈴
上
容
〉

と
も

っ
て
ゐ
る
。

以
上
の
閥
的
例
に
よ
っ

τ
時
々
明
道
の
附
問
中
が
喰
心
論
的
で
あ
り
，
ほ
っ
情
波
的
で
ゐ

川
引
か
'
と
な
っ
七
の
で
み
ら
う
。

か
〉
る

じ}

明
惑
で
あ
っ
た
か
ら
、

…
千
九
に
設
つ
で
も
、
決
し
て
京
解
匂
料
す

(
花
ご
〉
こ
れ
は
伊
川
が
現
有
的
解
線
的
皐
先
的
の
慰
問
川
合
成
し
七
る
と
は
州
市
み
柏
町
蹴
的
の
関
係
J

ぜ
な
し
て

く
B

静
一
幹
玩
味
し
吟
じ

wm
り
吟
じ
去
っ
て
、
そ
の
中
日
ら
自

吋

F
』

9
3
L
L
エ、、

r九
円
ど

J
〉
暢

W
O

P-一す
F
f
t
F
一一エよ

E
v
d
イ
J
i

め
る
の
で
め
っ
て
、
明
巡
の
か
〉
芯
待
感
に
於
け
る
什
抑
制
一
が
忽
山
ま
で
流
れ
を
引
い
て
ゐ
る
の
で
め
る
。

4)'

札
廿
夜
空
長
-
二

/し

H
H
H
a
?
'

一二一二
μ
d
l
y
/
l

、

イー:

伯
‘
路
線
一
山
.
及
び
不
一
陽
明
一
一
次
の
m
m
m州
は
、
科
門
肢
に
そ
の
前
芽
な
仇
減
し
て
み

で
ゐ
ら
う
。

べ
て
ゐ
る
が

し
明
町
小
口
)
4

d

-

t

 

小
小
子
は
明
近
一
門
下
に
上
器
、
勉
山
以
下
料
臭
か
ん
V
び
に
る
点
引
の
皆
川
し
に
る
ぞ
論
じ
て
、

彼
等
が
似
川
県
伝
説
り
体
へ
仁
る
が
如
く

ひ

:J'h{ 

門
に
は
か
〉
る
感
風
の
存
す
る
な
き
が
如
き
口
吻
合
法
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
、

〉
明
道
に
一
味
時
的
色
彩
め
る
こ
?
と
は
妓
ふ
係
地

な
く
、
又
一
沙
桜
一
つ
で
締
約
と
は
一
況
は
な
く
と
も
、
唯
心
的
…
交
の

は
以
前
か
に
明
道
の
定
調
で
J

の
っ
て
、

ぞ
の
流
れ
に
上
察
、
命
山
川
、
品
川
仏

山
等
の
抑
制
出
せ
る
は
絞
も
い
は
れ
ゐ
り
と
お
ば
h
M

ば
な
ら
ぬ
。
然
る
が
故
に
B

資
(
会
部
議
も
お
の
米
子
の
許
に
裂
い
て
、

朱
子
得
力
於
伊
川
、
故
於
間
近
之
内
時
三
来
必
殺
北
ハ
体
砲
(
明
諮
問
伊
集
〉

長
官
。
て
ゐ
る
の
で
め
る
。

一.......3i ..... 一

方
は
向
学
問
思
想
上
に
於
て
明
道
、
ゑ
山
の
間
一
聯
を
探
究
し
わ
い
の
で
あ
る
が
B

次
に
性
格
上
に
於
げ
る
問
者
の
開
燃
料
は
如
何
で
み
ら
う
か
。

明
道
革
案
組
緊
詮
議
に
よ
れ
ば
、
籾
惑
は
錦
子
の
風
ゐ
り
左
右
ひ
、
百
栄
一
詩
集
に
は
伊
川
と
比
較
し
て
次
の
如
く
一
去
っ
て
ゐ
る
。

l
l
a
t
-

喝
、
ー
ュ

z
a
t
-
-
A
j
J
t
t
rれ均一こ之
b
H
F王
、

J

、

ご
桜
子
機
関
受
紘
一
議
議
‘
一
山
大
和
裕
性
交
宏
、
規
組
問
波
一
以
光
良
持
月
怨
接
、
一
一
税
一
気
質
問
方
、
ヅ
記
者
絵

.
U
官
が
お
議
官
能
訓
ノ

道
機
問
、
市
議
裕
一
回
各
山
村
殊
山
守

精
一
廷
に
殺
さ
て
終
唆
克
一
宏
奪
三
百
ひ
、
炉
問
に

ミー
」

へ
る
所
一
を
見
れ
ば
、
校
格
的
仁
川
家
山
に
近
似
せ
る
は
、

mm
惑
に
非
ム
γ



町一部一一

し
て
寧
ろ
伊
川
で
み
る
が
如
く
で
あ
る
。
併
し
突
に
‘
明
遂
に
就
さ
て
規
格
問
宏
と
サ
一
同
研
.
伊
川
に
就
き
て
一
丸
球
続
祭

象
山
は
む
し
ろ
明
惑
に
近
く
場
文
理
務
祭

1
4一
一
日
ふ
は
均
つ
で
朱
子
に
一
一
切
附
設
す
る
事
に
筑
が
つ
く
で
ゐ
ら
う
し
、
叉
光
風
向
持
月
、
と
前
線
一
弧
峯
?
と

会
見
れ
ば
、
劫
創
出
は
三
者
共
に
一
衆
脊
し
で
ゐ
る
と
一
一
一
一
向
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

要
す
る
に
も
額
明
縫
'
と
際
象
山
は
、
特
格
的
に
は
酷
似
し
て
ゐ
る
去
は
一
広
ふ
事
が
出
来
的
判
。
明
道
は
額
一
ナ
に
政
、
ゑ
山
は
一
涼
一
十
に
似
七

9

へ
る
を
見
れ
ば

へ
ば
、
補
者
の
異
同
は
忽
ず
り
開
明
瞭
と
な
る
で
あ
ら
う
。
故
に
同
じ
く
唯
心
的
統
観
の
向
学
と
一
辺
ふ
る
、
然
、
山
に
到
り
で
は
明
道
よ
り
も
一

歩
高
竣
の
風
気
合
帯
び
て
来
る
の
で
あ
る
。

注
一
、
先
生
ハ
象
山
〉
濁
説
的
日
、
付
一
角
時
間
人
諦
伊
川
説
、
自
暁
若
傷
我
昔
、
亦
倍
以
説
人
民
、
伊
川
之
話
会
怨
興
孔
一
十
一
五
千
之
言
不
如
、

〈
象
山
金
銭
袋
一
一
…
十
一
一
一
、
会
山
先
生
行
欣
妨
筒
)

設
一
一
，
明
遊
先
生
者
引
刊
誌
、
伶
涼
不
骨
章
解
一
勾
終
、
仰
い
傍
滋
…
羽
味
、
川
町
破
上
下
、
便
佼
有
縁
庭
、
(
上
禁
…
河
川
録
上
容
〉

住
一
一
…
，
米
子
殺
料
円
高
弟
、
知
総
上
流
ム
滋
定
夫
拐
鎚
山
下
、
料
品
ハ
入
禅
問
中
去
、
必
是
松
先
生
合
初
役
特
高
了
、
他
初
日
ハ
時
見
上
一
夜
、
少
下

問
活
笈
工
夫
、
故
流
幣
茨
此
.
〈
mm
近
感
策
〉

第

三

節

鋭

利
何
門
の
棋
は
一
方
制
上
察
よ
り
限
象
山
に
流
れ
、
他
方
務
錨
山
よ
り
朱
子
に
到
っ
て
ゐ
る
?
と
一
一
一
日
っ
て
よ
い
。
上
器
、
命
山
、
一
別
人
の
兵
問

は
栄
元
紘
一
4

築
中
次
の
如
く
見
え
て
ゐ
る
か
ら
そ
の
概
絡
が
~
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

組
留
一
説
索
、
謝
紘
一
…
公
、
間
一
得
策
側
、
内
mm何
気
柔
.
役
謝
之
一
定
多
時
限
風
務
、
務
之
一
一
一
一
n
多
俺
柔
mt
絞
、
〈
上
築
地
十
築
)

ぎ
て
，
上
務
は
mm話
、
伊
川
前
者
JT
仰
と
し
七
の
で
あ
る
が
‘

上

怒
A 、

る
に
、
明
滋
に
言
及
せ
る
率
制
州
山
内
す
る
に
反
し
、
伊
川
に

言
及
す
る
こ
と
お
…
ピ
稀
で
あ
る
。
こ
れ
上
禁
が
伊
川
よ
り
も
多
く
明
道
に
件
後
さ
れ
亡
率
ぞ
物
語
っ
て
ゐ
る
の
で
め
ら
う
。

上
認
は
明
滋
に
師
事
中
.
或
は
そ
の
時
間
強
記
記
諭
該
博
な
る
か
ル
一
羽
物
炎
お
と
戒
め
ら
れ
、
〈
注
一
〉
或
は
仰
の
す
口
訟
を
娯
ぶ
こ
と
合
や

め
て
解
金
す
べ
き
…
惑
を
教
へ
ら
れ
，
或
は
静
敬
合
以
て
身
を
持
す
べ
き
こ
左
セ
数
へ
ら
れ
、
溺
く
そ
の
政
一
成
る
所
ゐ
り
、
途
に
は

¥ノ



そ
の
感
師
承
よ
れ
リ
は
一
沙
問
づ
る
と
こ
ろ
あ
り
し
が
如
く
で
あ
っ
て
、
米
子
の
如
き
は
‘
加
に
一
家
守
成
し
に
り
L
L
給
し
て
ゐ
る
の
〈
花
一
一
…
〉

う
ど
こ
之
主
t
江
主
こ
を

y
、

f
吋

t
l
J
寸
名
、
訪
日
J
p
p
i
ρ
?
t

や
が
て
叉
象
山
に
俸
は
り
た
れ
ソ
と
思
推
せ
ら
れ
る
慰
問
胤
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
七
か
。

第
一
に
、
ぞ
の
設
予
な
拾
傘
せ
る
事
竺
況
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
上
誌
は
頴
子
と
説
子
と
を
比
較
し
て
、

「
人
之
築
資
不
問
、
額
千
似
弱
、
孟

子
似
州
知
」
(
上
茶
話
録
上
翁
〉
と
す
ひ
、
交
に
叉
、
「
額
予
感
得
税
切
、
如
式
子
仰
之
鰯
潟
、
健
之
誠
降
、
総
…
州
間
以
広
告
い
(
向
上
)
・
三
ぶ
っ
て
捻

愈
泣
子
の
熊
皮
を
明
ら
か
じ
し
て
ゐ
る
。
そ
の
式
予
の
に
と
る
所
は
総
々
で
劣
方
回
に
五
つ
て
ゐ
る
が
、
就
中
、

勿
助
長
一
間
五
同
「
仁
人
心
也
ト
「
探
共
心
知
性
、
議
北
パ
糾
山
知
天
」

「
治
山
川
…
之
筑
L

、
「
勿
芯

の
誌
が
頻
出
す
る
こ
と
が
自
に
つ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
泣
子
の
唯
心
論

的
宇
宙
判
例
七
計
作
品
し
、
存
心
養
牧
の
訟
に
巾
っ
て
自
他
…
如
の
境
地
に
五
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
上
薬
の

mm風
が
然
ら
し
め
る
の
で
み
る
。

第
二
、
上
奈
の
一
党
論
的
統
制
一
の
附
や
は
、
只
説
子
守
引
く
の
み
に
止
ら
な
い
。
上
茶
話
録
中
容
に
次
の
如
き
誌
が
見
ゆ
る
が
、

愚
者
し
比
一
州
最
窮
灘
、
物
物
持
有
抑
一
，
窮
璃
則
能
知
天
之
所
匁
p

知
天
之
所
匁
、
別
問
問
天
角
一
、
知
…
校
時
非
現
也
、

開
時
十
須
先
従
現
上
山
学
、
掻
人
之
現
斯
議
天
之
灘
、
弟
姉
議
尖
、

天
理
也
、
人
亦
環
也
、
循
環
即
興
天
怨
一
、
興
天
怨
一
、
我
非
我
也
、
現
也
、
球
非
現
塩
、
天
也
.

何
れ
も
一
大
人
一
貫
の
寅
布
を
理
と
な
し
、
現
に
到
れ
ば
天
守
知
り
、
天
守
知
れ
ば
人
夫
一
如
の
自
由
無
碍
の
境
地
に
至
り
得
る
こ
と
守
設

い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
で
O

伊
川
、
糸
子
の
暴
風
に
於
て
は
理
策
二
原
論
の
傾
向
全
帯
び
、
観
相
的
に
は
現
に
悟
入
す
る
こ
と
を
と
り
、
修
養
的
に
は
護
策
の
論
全
な

し
問
者
の
関
係
し
に
於
て
非
常
な
複
雑
な
暴
JT
構
成
し
て
み
る
の
で
ゐ
る
が
、
明
道
、
上
察
、
象
山
の
mmγ

風
は
一
一
冗
的
大
衆
論
の
立
場
に
ふ
仏
つ

で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

-棋 89押同ー

か
〉
る
唯
心
的
一
一
克
一
論
会
強
調
す
る
時
は
‘
礎
の
規
鎮
の
如
き
は
自
然
保
…
相
似
さ
れ
が
ち
に
な
る
の
で
、

殺
者
講
心
之
規
短
，
筏
理
一
向
天
如
動
作
滋
獄
、
銀
…
…
非
天
也
、
内
外
知
一
…
別
競
謹
言
動
然
非
我
ム
火
、
(
上
茶
話
録
一
上
容
)

の
拐
さ
想
的
本
義
主
る
外
極
的
規
格
よ
ヲ
内
溺
的
義
務
に
一
主
る
べ
き
も
の
を
‘
コ
ベ
ル
コ
ク
ス
約
蒋
換
γ
行
っ
て
.
心
さ
へ
現
に
循
へ
ば
、



同一一 40月刊呼

翠
搭
は
自
ら
に
し
て
搬
に
吟
ふ

ひ
去
っ
て
奇
る
毛
の
で
‘
吉
野
一
覧
の
鵡
υ

況
の
設
か
ら
は
卒
挽
怨
殺
す

を
己
に
杯
払
似
し
て
ゐ
る
る

の
と
す
へ
る
で
あ
ら
う
。

第
一
一
一
、
か
b

る
大
衆
的
見
地
に
立
つ
に
支
れ
ば
、
大
者
に
認
す
'c
一
五
ふ
こ
と
が
必
須
な
こ
と
と
な
っ
て
来
る
。

若
能
お
於
大
者
逮
者
、
不
均
目
前
移
琴
.
雄
是
非
小
有
犬
、
大
務
部
己
立
尖
、
不
欠
此
心
可
也
、
(
上
松
山
託
銀
下
谷
)

の
如
き
，
大
者
に
芯
し
大
騒
一
日
)
に
立
て
ば
‘
是
非
の
，
少
し
く
夫
常
ゐ
り
と
も
設
に
介
す
る
に
足
ら
守
主
一
以
ふ
の
で
あ
り
、
又

門
人
有
初
見
詰
教
者
、
先
生
日
、
人
須
先
立
志
、
志
立
別
有
根
本
、
(
向
中
容
)

の
中
に
公
ふ
と
こ
ろ
の
立
志
と
は
、
部
ち
大
殺
に
誌
か
ι
立
つ
る
事
?
斥
し
て

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
そ
の
一
一
一
一
日
ふ
大
践
と
は
何
ぞ
や
ο

ぞ
れ
は
前
惑
の
夫
人
間
交
の
理
で
ふ
の
り
、

第
四
‘
a

笈
準

叉
心
部
理
と
る
一
辺
へ
ば
心
と
一
一
一
一
口
ふ
る
同
じ
で
み
る
。

変
換
と
一
辺
へ
ば
、
普
活
に
際
主
の
紘
一
d

念
持
し
て
す
口
ふ
の
で
み
る
が
、
上
廷
に
も
己
に
平
く
質
的
学
の
況
が
存
す
る
の
で
ゐ
る
。

間
見
之
知
非
程
一
知
也
、
知
水
火
自
然
不
路
、
民
知
故
也
、
(
上
訳
一
投
開
銀
山
中
程
〉

ひ
、
又

今
之
島
十

mn見
知
機
之
須
食
、
来
之
mm
衣
始
符
、
清
久
欲
彼
等
於
此
、
別
一
小
川
w
，
(
同
お
)

E
去
っ
て
ゐ
る
ぞ
見
れ
ば
、
身
に
切
笈
な
る
山
県
知
ぞ
件
べ
き
こ
と
な
力
説
し
て
み
る
こ
と
が
分
る
。
又
、

先
生
日
，
俊
一
儲
不
到
伶
宗
一
磁
、
不
能
尚
問
題
乃
概
儀
鋭
、
ハ
悶
お
〉

っ
て
ゐ
る
の
営
見
れ
ば
.

一
打
一
一
県
知
な
m
仰
に
る
る
の
は
、
白
布
川
問
機
な
る
な
得
る
と
い
ふ
位
保
ぞ
持
し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
る
@

き
て
米
子
は
上
務
の

に
つ
い
て
、

向
上
怒
議
論
亮
太
治
、

日
〈
朱
子
〉
上
容
好
一
品
上
綿
一
合
、

E
nぜ
3
九
三
去
、
二
司
令
I
k
z
r
p
ノ

翌ハ
0
4
記
長

f
k
p
J
A
判
事
¥

を
一
試
ひ
、
上
認
も
亦
一
判
市
科
氏
の
許
'Mι

去
る
に
常
り
て
芦
子
に
告
げ
て
、



者
徒
制
タ
従
先
生
、
見
行
別
阜
、
間
一
一
一
一
日
別
説
、
ハ
上
嘉
出
銭
中
谷
〉

二
日
刊
上
問
ん
M
H

の
本
令
市
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
辺
上
叫
ん
い
H

と
、
か
の
お
側
一
な
る
民
知
と
は
如
何
な
る
関
係
に
立
っ
て
み
る
か
。

朱
予
は
山
県
知
と
何
一
事
JT
知
立
怒
と
…
以
ひ
、
針
一
息
鈴
川
階
的
約
に
も
伊
川
江
川
JT
採
川
し
て
知
支
却
の
奴
姿
な
こ
と
ヤ
説
い
て
み
る
の
で
あ
る

;
、
可
包
〉
は
く
三
三
〉
fr
二
立

~q1
》
話
ー
て
L

之、

ム
H

A

丹
、
定
じ
女
く

J
Z
U
3
1
J
事
長

i
B
t
τ
し

「
訓
州
知
山
例
滋
庇
」

っ
て
之
を
仰
け
て
ゐ
る
o
m
m
…
ら
げ
米
子
は
、
良
知
tpp
一
引
上
則
合

E
e
f
必
然
的
建
測
に
立
つ
も
の
と
考
へ
て
ゐ
な
い
が
如
く
で
み
る
。
こ
れ
は
一
止
に
京
大
問
題
で
め
っ
て
、
速
断
JT
訴
し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

朱
子
は
象
山
の
感
に
射
し
で
も
も

子
践
腹
中
嬰
人
蛇
織
省
然
、
相
川
得
本
心
、
此
持
病
之
大
官
、
ハ
役
山
復
掛
川
県
集
〉

っ
て
践
卵
胞
中
に
本
心
を
悟
得
す
る
こ
と
ぞ
以
て
之
合
病
と
絡
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
か
ら
.
事
上
刻
A
W
H
J

ピ
京
紘
一
場
と
認
め
な
い
本
は

ヘ
h
ゆ

い
事
変
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
に
反
し
て
上
茶
、
象
山
等
に
あ
り
で
は
、
民
知
な
る
も
の
は
、
見
開
に
符
ら
れ
宇
、

4

}

日‘トリ・

3

1
‘
ノ
イ

1

i

れ
争
、
獄
り
笈
鎖
中
に
於
て
悟
入
す
る
な
以
て
演
に
潤
A
M
N

し
符
る
も
の
と
す
る
の
で
ゐ
る
。

γ
1
3
ご

し

、

判
J
H
r
L岬
噌

け

J

茸
7'

軒以一一宵

上
惑
は
仁
を
説
く
に
鐙
を
以
っ
て
し
、
叉
生
認
を
以
て
し
、
誠
を
説
く
に
笈
躍
を
以
て
し
、
役
合
設
く
に
竹
山
保
健
を
以
て
し
、
第
却
を
設

〈
に
求
M
M
'
T
以
て
し
、

εの
一
説
く
所
如
何
に
も
創
見
に
官
ん
で
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
、
中
に
は
如
何
に
も
料
兵
を
帯
び
に
も
の
が
見
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
仁
を
裂
と
な
す
も
ぞ
の
例
で
ゐ
り
、
叉
敬
JT
門
的
保
健
?
と
一
以
ふ
も
、
「
瑞
巌
和
山
川
綜
日
常
白
川
、
主
人
数
、
的
問
々

の
常
詰
一
な
る
を
以
て
、
常
時
の
人
日
じ
上
奈
の
訟
を
締
皐
'yv

公
ふ
者
が
ゐ
つ
七
ほ
ど
で
あ
る
。
(
上
茶
話
録
中
〉

¥
j

門
川
j

l

、
m
H
r
A

戸、

c
r
I
く

手

話

同
・
串
手
Am

‘，

:
i
 

{ーへ41同一

出
辞
筑
者
、
治
一
保
所
認
従
此
心
中
流
出
、
今
人
格
一
不
従
心
中
流
出
、
使
是
不
漁
締
法
、
(
上
茶
話
録
上
〉

的
淳
管
布
一
知
m
，
卒
者
如
一
安
山
、
平
成
敦
不
調
歩
、
到
竣
庭
便
位
、
梯
家
布
小
数
場
大
欲
場
、
到
式
子
庭
克
一
一
位
、
使
光
好
欲
、

の
如
く
僻
者
の
言
な
採
M

刈
し
で
鶴
子
解
す
る
こ
と
多
尽
く
、
そ
の
他
陰
に
践
に
騨
家
の
一
戸
一
口
僻
…
を
訴
す
る
新
が
多
い
の
で
、
先
一
ナ
は
次
の
如
く
之



一一芸2，....明申

ぞ
詳
し
て
ゐ
る
@
で
あ
る
。

上
怒
之
内
山
十
初
見
お
鈍
…
綴
、
議
一
一
骨
之
後
籾
観
之
，
終
不
離
絡
臨
見
解
、
〈
上
袋
一
説
録
上
増
録
朱
子
一
泊
〉

伊
川
内
上
察
官
締
門
来
阜
、
比
ハ
亦
有
菜
、
(
同
右
〉

上
擦
観
彼
済
記
中
玲
道
湖
、
仏
日
付
是
締
臨
意
忠
、
〈
向
お
)

ト
一
察
に
秘
奥
の
あ
る
こ
と
は
、
科
門
既
に
そ
の
妊
芽
あ
り
し
に
出
来
す
る
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
上
一
祭
等
に
平
一
っ
て
克
に
そ

μ

に
拍
車
ぞ
か
く
る
校
に
な
っ
亡
事
は
叉
争
は
れ
な
い
事
で
あ
る
。
下
っ
て
ゑ
山
に
十
余
れ
ば
、
こ
〉
に
反
省
的
態
度
合
も
現
れ
て
、
保
持
の
川
比
一

ノ
ご
!

同
に
闘
し
批
判
的
見
解
金
有
し
、
問
料
絡
を
異
的
伊
と
し
て
明
確
に
信
一
別
し
て
ゐ
る
の
で
、
儒
保
共
同
仁
閉
し
て
二
一
一
日
も
費
し
て
民
ら
ぬ
ト

~ 
〈ド

れ
ソ
は
俗
的
に
立
夜
っ
て
ゐ
る
の
は
衆
人
の
認
め
る
所
で
あ
る
が
も
勿
論
象
山
と
殿
も
、
時
代
忍
潮
と
し
で
拶
併
と
し
て
押
寄
せ
が
市
れ
ら
料
亭

に
感
染
せ
ぎ
る
ぞ
川
げ
な
か
っ
七
の
は
、
叉
己
む
?
得
な
い
次
第
で
あ
る
の
象
山
の
料
呉
に
就
い
て
は
別
に

以
上
は
上
認
の
車
問
一
治
相
ω

に
於
で
、
ゑ
山
の
先
河
仁
る
所
以
ぞ
詳
ね
に
の
で
ゐ
る
が
、
以
下
少
し
く
人
物
上
よ
り
同
右
の
関
係
企
探
究
し

す
る
事

~ 

イ」

¥) 

?
才
し
こ
、
。

マ
F
Y
J
i
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上
銭
感
案
、

二
〉
人
、
寸
二
£
:
k
l
E
n
i
d
i
-

-s
七

F
1
2
執る
h
J
寸
ね
ヂ

N
1
.
り

人
に
計
り
て
伎
を
秀

北
〈
果
明
決
」
と
詳
し
で
討

9
.
間
近
が
初
め
て
上
沢
一
小
企
見
に
る
後
、

才
?
と
稀
し
て
ゐ
る
事
も
上
務
総
鈴
中
に
見
え
て
ゐ
る
か
ら
、

議
で
ゐ
つ
七
本
は
疑
ひ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

しj

才

き
て
、
前
に
述
べ

七
所
の
、
F

よ
か
如
、
の
記
一
副
該
博
な
る
な
明
滋
が
玩
物
耐
火
去
!ζ

戒
め
亡
訟
は
、

才
子

ω弊
ほ
か
」
物
出
る
も
の
で
あ
る
が
、

伊
川
も
亦

心〉

才
お

3
所
に
山
閉
め
り
と
喝
破
し
に
の
で
あ
る
。

伊
川
謝
子
?
と
別
れ
る
こ
と
一
年
、

謝
子
に
、
「
和
別
又
一
年
、
政
川
刊
誌
一
工
夫
い
と
問
へ
る
に
、

謝
一
千
答
へ
て
、
「
也
久
円
以
公
街
衿
字
い
と
…
五
つ
に
の

T
伊
川
汗
し
て
諮
ふ
に
は
、

汁
門
人
之
病
緒
不
一
、

各
随
所
偏
去
、

μ川
い
え
パ
レ
;
f
J
リ、

1
J
る
九
二
、
-
わ

J!Jr 
以
豹

式

行

、

ト

;
K
L
1
7冷
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P

1

二
三
5
L
1
L
r
p

二
交
h
J

ノ

打

与

p
j
'
F
d
Jし

fj48ha計
£
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上
之
、
Y
7
J
才
今
引
き
£

~414
亡
、

主九回台、
6

1

1

f
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f

同

VLW
し

rih-vu
引
け
叶
山
内
叫
'
』
二
為
市

h
H
A
ト
も
お
お
ト
計
市

r
j
J

と
め
る
が
ぞ
れ
で
あ
る
。

レ
;
九
?
し
‘
，

〉
〆
t
i
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n
k
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或
は
そ
の
お

時
伶
子
に
あ
り

3
3
f
i
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は
れ
ム
ん
が
、
一
史
に
彼
に
は
や
〉
高
慢
の
間
以
る
み
り
し
が
如
く
尽
な
れ
る

:4.、
土
二
て
J
I
-
-
1
d
;
〉

〉

〉

'lfJ:
・

!
"
玄
問
符
芽
-us
仁
主
え
て
之
と
t

そ
わ
り
、

五
不
況
話
)
日

C
?り
〉
ご
子
、
万
~
吟
ヨ
パ
母
レ
ド
)
》
弘
司
ペ
リ
リ
L
Z

ノ
ど

」

H
h幼
年
目
V

会

w
d
J
K
7
且
も
ヨ
お
下
ム
ダ
首

j

c円
v
f
t
i

ゥ、

に
来
た
こ
と
が
め
つ
七
。
安
閑
は

し
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白、
4
4
1
7
H

P
1
J
L
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-
H
b
g
q
B
鴫

w

y
t
泌
が

L
J
i

ふ
る
こ
と
な
く
ち
伐
に
土
地
の
吏
民
皆
ク
ぐ
の
知
燃
が
紘
一
一
向
を
惚
将
す
る

〈
上
盗
感
策
的
鋭
、
謝
山
論
〉
読
し
、
上
謀
、
安
問
問
は
ふ
ム
ハ
に
詩
文
の
関
係
で
ゐ
り
、
良
つ
安
関
は
上
禁
に
比

ぞ
の
事
合
知
ら
せ
仁
の
で
ゐ
つ
に
が
、
上
務
は

に
何
で
て
之

ふ
の
で
J

の
る
。

し
て
二
十
何
年
の
少
認
で
ゐ
つ
に
が
た
め
で
あ
ら
う
が
、
現
花
上
官
と
下
誌
の
関
係
に
立
っ
て
ゐ
る
以
上
、
上
奈
の
所
公
は
橋
恨
の
祇
J
C
m幻

か
れ
ぬ
で
ゐ
ら
う
。

か
〉
る
性
格
は
、
額
一
ナ
セ

mm
と
し
、

Jf
知
一
と
し
、
円
以
如
泣
千
仰
之
愈
高
鍵
之
殊
段
、
州
民
主
也
と
一
五
つ
で
武
子
守

推
し
て
ゐ
る
所
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
め
る
。

米
子
は

上
恭
一
説
一
一
料
一
間
匁
張
千
部
、
子
部
一
純
一
向
匁
限
子
部
、
上
波
別
所
不
敢
街
兜
者
、
子
部
設
…
仰
山
火
、

c
i
刀け

pr-之
介
人
民
社
h

〕川、必
t
f
γ
器
片
山
比
日
l
司
沿
弘
、

司
法
日
ド
ド
に
ペ
ザ
耳
有
・
げ
ク
d
イ
ご
-
吉
村
必
千
仏
ノ

ヘ
三
之
氏
以

2
k
l
n
Fお
一
月
仏
以
J

〈
子
氏
け
川
ノ

fi--P/=一-45.Had、
司
を
均
一
v

一一・
H
L

E
耕
し
て
，
上
薬
も
子
部
に
比
す
れ
ば
、
な
ほ
滋
和
の
方
な
り
し
如
く
、

っ
て
ゐ
る
が
、

同
時
代
に
技
術
合
も
つ
七
様
子
静
の
強
磁
に
つ

い
て
は
、
米
子
身
を
以
っ
て
痛
感
し
亡
こ
L'
い
で
あ
ら
う
か
ら
、
お
の
評
論
は
に
は
か
に
鵜
存
み
す
べ
き
も
の
で
は
め
る
ま
い
。

L
し
も
ゐ
れ
、

上
禁
と
象
山
と
は
、
性
格
的
に
も
共
通
性
あ
り
し
事
は
十
の
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。

注
一
言
明
道
見
誠
子
記
間
部
一
博
問
、
賢
M
W
記
川
河
許
多
一
、
可
誠
一
判
物
喪
芯
、
謝
子
被
他
折
鋭
、
・
身
汗
一
同
赤
、
先
生
日
、
只
使
M
M
泌
総
之
心
、
間
切

ざ
遊
説
物
哀
志
之
一
説
、
悲
是
銭
上
察
記
諭
待
機
一
川
不
現
金
道
理
之
病
予
渠
得
此
紙
、
途
一
向
掃
蕩
・
夜
明
町
符
胸
中
燦
然
、
側
二
議
所
能
、

g
可
詩
誇
主
涜
ぃ
九
三
千
二
ミ
ヘ
二
ξ
2
1
F
K
1

伝
守

L
E
Z
ぷ
u

J

R
:
:
1
4
7
3ゴ/丹
j
労

/
f
i
F三
m
C
4
治
判
事
分
一
寸
一
一
亡

洋
一
一
一
啓
明
道
一
日
調
之
同
、
繭
議
夜
此
相
従
、
只
是
問
伊
茶
一
一
一
口
訳
、
設
立
パ
感
心
ロ
不
和
感
、
中
班
活
行
之
、
諮
問
一
治
、
日
良
静
坐
、

ハ
上
茶
話
録
下
倉
〉

一一 43一一

注
一
一
一
‘
務
楊
識
務
会
設
時
巴
輿
北
ハ
帥
不
和
似
、
知
仰
似
別
立
一
家
、
〈
上
淀
川
話
紘
一
山
市
饗
場
銭
朱
子
穏
〉

第

四

節

張

横

浦

結
論
名
ば
九
成
、
学
は
子
鯨
・
穣
浦
一
又
は
ん
撚
お
と
絞
し
士
。
相
側
一
議
山
の
門
に
入
っ
て
感
ん
ど
の
で
み
る
ο

翁
山
は
科
懸
の
門
徒
で
あ
っ
て
る



一一申純一一

ぞ
の
耐
協
和
の
策
集
は
深
〈
明
遣
の
愛
す
る
所
で
み
う
に
'p.
一
一
五
七
同
じ
く
粍
門
の
徒
上
惑
が
才
筑
高
竣
で
あ
っ
て
待
つ
で
伊
川
に
沢
似
せ
る

策
ゑ
一
J
J
7
4

以
て
し
て
，
一
向
も
深
然
に
る
明
道
の
壌
を
悠
へ
や
が
て
跨
阜
の
先
と
な
っ
た
の
に
約
一
し
て
、
舘
山
が
性
秘
的
に
は
寧
ろ
明
道
に
以
て

陪
り
乍
ら
.
市
も
そ
の
問
中
一
二
体
し
て
朱
間
半
を
媛
成
せ
る
は
一
見
経
誌
に
思
は
れ
る
様
で
あ
る
。
併
し
、
議
山
は
一
部
こ
、
に
一
一
一
日
ふ
絞
泌
む
る

義
成
し
て
陵
皐
の
先
と
も
な
っ
て
ゐ
る
。
な
一
は
叉
、
誌
に
述
べ
仁
王
袋
持
も
同
じ
く
鐙
山
内
下
の
人
で
あ
る
か
ら
.
銭
山
に
も
か
¥
ふ
る
感
調

が
践
に
存
し
て
ゐ
た
も
の
と
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
が
、
じ
〉
に
詳
説
す
る
こ
と
は
路
し
仁
い
。
き
て
、
核
捕
は
「
議
山
弟
子
以
問
問
的
光

mm者
、
知
…

如
椛
揃
い
ハ
域
消
紘
一
J

案
純
一
説
詩
案
)
と
あ
る
如
く
、
銭
山
門
下
に
ゐ
っ
て
、
試
合

T
以
て
問
え
て
ゐ
七
様
で
め
る
。

ぞ
の
紘
一
4

は
明
治
、
上
裂
に
類
す
る
所
多
く
ち
先
づ
ぞ
の
設
予
ぞ
推
録
す
る
事
人
後
に
訴
も
グ
る
功
第
は
、

設
問
孔
子
宮
竹
初
近
也
‘
不
明
言
廿
一
ハ
笈
、
設
予
乃
日
、
人
性
品
目
何
山
U

，
先
生
日
‘
友
子
、
以
流
花
一
五
、
認
得
不
川
如
、
仰
い
人
一
小
之
怠
耳
、

〈
桜
消
心
体
)

L
b
去
っ
て
、
京
子
の
始
め
て
人
性
努
と
公
ひ
被
う
仁
一
事
士
、
認
件
不
鈴
'
と

mm
し
て
民
り
、
叉

友
子
子
古
史
緊
中
、
拘
禁
…
安
気
之
説
、
卓
然
超
越
、
議
論
深
遼
、
如
一
一
一
口
勿
忠
勿
助
長
、
一
吉
川
河
集
義
所
生
、
一
一
一
一
口
問
義
典
道
、

開
放
間
接
無
害
、
枚
目
其
平
日
跨
，
加
工
夫
中
京
、
山
川
人
m
m
M
労
努
M
P
似
所
可
得
者
邸
、
ハ
問
布
〉

E
い
っ
て
‘
法
子
の
始
め
で
義
気
設
を
鳴
へ
川
し
に
る
JT
結
後
し
で
み
る
所
に
見
出
す
恭
一
か
出
来
る
。

・
次
に
椋
消
の
笈
m
m
h
c
市
…
じ
で
ゐ
仁
こ
と
は
、

-uh
の
泣
子
税
一
鰭
の
僻
意
中
、
か
の
養
筑
設
や
F

斥
し
て
、
ぞ
の
平
日
間
結
中
よ
り
之
を
得
来
つ

七
も
の
と
新
築
し
て
ゐ
る
所
に
鏡
ふ
事
げ
か
出
来
る
し
、
交
に
又
、
徒
ら
に

に
依
っ
て
一
純
の
気
象
企
得
市
然
る
こ
と
ヤ
設
さ
、

7
2
J

戸、、阜、エ

ヨナノヨ

千百
'
7
c
w
L
4
4
〉
七
に
ご

-
f
P
4
去
長
活
字
J
A
B
r

く

f
l
ザ
閉
山
手
足
ァ
、
一
一
辻
LL}
官
ベ
汗
詰
一
一
主

2
1
7
3

と
い
ふ
て
も
終
日
時
事
に
降
接
す
る
の
み
で
は
、
却
っ
て

心
虎
少
し
等
と
周
到

ご
全
き
は
す
で
ひ
る

-
f
J
h
d
H
4
4
'
・
・
6
1
d

も
、
亦
ぞ
の
如
何
に
慢
の
'W
丸
山
ゅ
に

得
て
ゐ
る
か
を
知
り
得
る
で
み
ら
う
。

欠
こ
黄
糾
肝
心
専
ド
ζ

、

H
V
'
l
‘，g守
R
1
〉
e
'
J

，d1
1
e
a

・，
z

‘

或
問
、
所
見
輿
所
守
、
…
…
者
執
難
、
先
生
日
、
所
見
獄
、



'
と
あ
る
の
見
る
何
?
と
町
一

yo所
土
比
較
し
て
、
日
比
る
所
守
主
ん
守
る
と
い
ふ
の
は
、

如
く
感
ぜ
ら
れ
は
し
な
い
に
ら
う
か
。
併
し
笠
棋
と
は
躍
に
身
問
的
動
作
の
上
に
瓦
っ
と
芯
推
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
φ

又
こ
〉
に
一
辺
ふ
見

プ
ヤ
所
と
は
、
鮮
な
，
o
見
開
ぞ
き
し
て
立
っ
て
ゐ
る

ω
で
も
な
い
。

賂
の
到
併
で
は
、
質
問
か
と
い
ふ
も
の
と
、
矛
汚
す
る
が

し

歩
近
住
一
し
ご
、

3
い
る
好
と
、
ふ
乃
士
、
~
主
唱
こ
話
会

5

下、、
1

v

i

J

/

ド

む

し

'
f
u
y
t

ム

14-平
r
i
f
t
u
w
F

一じゐわツ

質
問
か
と
い
ふ
の
が
、
民
知
な
求
め
て
ゐ
る
も
の
な
ら
こ
と
守
了
対
す
れ
ば
、
所
兄
妹
し
と
云
ふ
こ
と
、

必ム
γ
や
sWA
尽
の
立
場
に
矛
貯
な

'fm叫ん
M
N

し
作
る
で
め
ら
う
。

，
次
に
叉
こ
の
「
見
る
所
、
守
る
所
よ
り
難
し
」
士
一
以
ム

ば
な
ら
ぬ
。
尽
に
笈
均
一
ぞ
見
件
て
、

ぞ
の
切
w凡
な
る
こ
と
、

は
、
か
の
「
大
設
な
立
つ
い

ふ
思
想
1
乙
完
全
に
符
合
す
る
こ
と
を
知
ら
ね

か
の
水
火
仁
川
4

恐
れ
る
が
如
く
で
あ
つ
に
な
ら
ば
、
こ
〉
に
大
路
立
つ
の
で
あ
っ

で
、
守
る
と
い
ふ
こ
と
し
か
く
努
め
十
し
て
自
ら
失
は
ぎ
る
に
奈
る
の
で
ゐ
り
、
小
者
又
自
然
に
之
に
従
ひ
す
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
見
る
所

ゐ
る
の
で
ふ
の
る
。

ぞ
難
し
ど
し
、
大
総
合
立
つ
る
を
定
し
と
す
る
の
で
め
ら
。
左
拘
り
す
僻
も
、
大
者
セ
識
る
こ
と
郎
ち
修
身
行
巴
に
外
な
ら
ぬ
一
山
ヤ
ゼ
述
べ
て

或
問
.
科
旗
印
ゆ
亦
壌
人
心
術
、
近
来
的
叫
ヤ
求
唯
一
成
時
文
、
率
制
務
、
一
史
不
曾
羽
叫
ん
何
月
修
身
行
己
、
村
山
何
事
、
先
生
日
、
汝
所
設
、
持
凡
子
也
‘

明

f

、
在
、
品
市
も
文
部
品
〆
こ
湾
問
、
hty

き
て
本
一
?
ヌ
て
m
e
h
;
F
I
{

胤
γ
者
先
論
議
、
岩
石
識
者
、
必
知
理
越
、
執
非
修
身
行
己
之
…
そ
(
横
浦
心
停
〉

ふ
批
評
が
め
る
。
今
そ
の
代
表
と
し
て
、
絞
滞
感
築
附
鋒
中
に
見
る
賀
来
殻
の
符
一
一
一
誌
を
和
持
し
て

掲
げ
て
泣
く
こ
土
、
す
る
。

「
絞
泊
先
生
愛
深
に
し
て
懇
切
、
控
苦
し
て
特
立
し
、
一
辺
吹
傑
然
の
士
な
り
o

惟
円
水
辺
に
安
説
し
、
仰
向
学
に
没
淫
し
、
孔
内
の
五
紘
一
-
に
於

て
‘
未
亡
必
中
し
も
非
に
似
一
七
み
も
の
無
く
ん
ば
め
ら
字
。
開
時
十
ぶ
も
の
そ
の
人
を
傘
ぷ
と
織
も
、
而
も
北
ハ
設
営
審
か
に
せ
f
d

る
可
ら
七
7
0

北
九
所
諮
心
体
総
主
一
一
一
一
向
ふ
る
の
あ
り
，
、
首
に
打
木
追
を
紋
せ
、
天
命
之
諮
牲
を
以
て
汚
均
法
身
と
な
し
、
卒
牧
之
謂
道
な
以
て
開
制
法
身
と
な

し
、
線
道
之
諮
殺
を
以
で
千
百
億
北
身
と
立
す
。
彩
掠
ぃ
臨
喝
問
問
〈
も
の
お
ど
ろ
き
苓
h
A
O

晦
魔
的
民
間
て
諮
へ
り
，
洪
治
此
議
開
を
合
絡
に
刊
す
。

箕
の
患
一
洪
水
爽
秋
よ
り
-B
烈
し
と
。
お
ぶ
議
皐
の
姿
、
翠
蜜
必
宇
察
す
る
に
非
宇
や
。
北
ハ
の
入
訟
に
緊
な
り
、
刻
一
ち
注
ハ
書
誌
に
行
は
れ
珍
共

一ーや一一一
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に
絡
を
明
言
す
、
常
ほ

め
J
Y
O

訂
正
れ
係
全
以
て
髭
-
し
い
が
ふ

.
ぎ
る
?
得
ゴ
ら
ん
や
。
悲
し
上
奈
の
絡
を
一
五
ふ
は
、

行
ピ
り
つ
刊
本
老
級
捕
に
改
践
挨
掃
を
教
へ
に
り
。
館
企
借
り
て
締
官
談
じ
一
印
し
て
復
自
ら
械
に
る

る
が
匁
に
し
て
、
惑
は
ゴ
る
る
の
少
し
。
」

込
ま
字
。
故
嘉
一
一
出
向
し
て
以
で

次
に
張
続
鴻
の
人
物
如
何
ぞ
見
て
み
七
い
。

核
鴻
は
生
来
俄
関
内
で
、
八
才
の
時
に
於
て
巴
に
六
経
合
歓
一
訴
し
、
そ
の
識
見
は
克
く
誇
老
を
驚
か
し
、
十
才
に
し
て
文
ぞ
普
く
し
亡
。
総
長

じ
で
郡
俸
に
遊
ぶ
筑
に
は
、
ゆ
炊
品
鳴
を
厭
は
令
し
て
終
日
開
隠
し
、
膝
ty
欽
め
て
危
坐
し
、
外
よ
り
穴
る
で
之
ぞ
窺
へ
ば
拾
も
一
糾
明
LJd

伍
す
る

が
如
く
で
あ
っ
て
、
人
々
努
服
し
て
郎
常
し
に
。
〈
絞
議
開
収
集
〉

殺
滞
は
か
く
依
才
で
あ
っ
亡
の
み
で
な
く
、
ぞ
の
風
骨
人
に
優
れ
て
み
仁
こ
と
は
‘

「
議
山
弟
子
以
風
節
光
町
駅
者
側
…
如
様
浦
」
に
よ
っ
て

は
、
次
の
問
答
に
牧
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
使
笠
上
口
誌
に
和
げ
で
一
却
す
。

門
人
が
一
五
ム
に
は
、
忠
岡
仔
の
人
は
大
祇
究
絞
で
あ
っ
て
物
を
位
認
し
、
認
し
く
切
迫
な
る
こ
と
な
い
る
の
で
あ
る
が
.
先
生
は
お
か
4

疾

b

間
引
か
で
あ
る
が
、
見
に
そ
の
附
除
で
め
っ
に

」
と
甚
だ
し
く
、

の
情
少
し
も
制
す
る
こ
と
が
な
く
、
・
少
し
も
制
す
る
こ
と
が
な
く
少
に
も
仮
借
す
る
こ
L
し
が
な
い
の
で
、
税
ん
N

符
先

生
を
以
で
問
践
と
な
す
。
先
生
自
ら
受
る
所
め
り
や
。

L
r
v
o

楼
鴻
先
生
答
へ
て
同
ふ
に
は
、

ふ
所
主
れ
ば
別
ち
減
議
す
る
所
一
か
ゐ
る
。
活

し
、
偽
り
な
せ
ば
之
邸
も
府
民
情
で
は
な
い
。
殺
の
阪
は
な
い
所
、
心
自
ら
一
や
で
な
い
。
人
の
感
を
見
て
怒
ら
な
い
の
は
之
れ
郎
も
俄
作
で
め

7』

L
'
z
l
J三

J

♀

り

つ

「

，

L
F

資
、
j

y

五'ノ

り
ヌ
・
高
是
正

τ
d
z
p
f石
川
初
心
停
」

時
の
一
向
宗
絞
浦
の
間
一
段
rf
裕
し
で
、
ー
此
人
務
無
所
長
、
銑
問
怨
大
方
一
一
沿
い
と
…
五
ひ
、
之
を
肘
ひ
ん
と
し
に
が
、
一
栄
拾
の
は
な
と
こ
ろ
と
な

J
c
・u
支
見
主
し
よ
〉
り
う
る
へ
変
高
弟
義
付
主
J

3
E
I
7
カ

J
7
f
j守、
Z

J
当
日
4
L

あ
の
記
迷
じ
よ
什
て
核
浦
の
人
物
は
賂
如
何
な
る
も
の
か
は
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ぞ
の
お
俊
附
骨
な
る
こ
と
は
、
上
惑
や
談
山
・
--c
非
常

に
似
て
ゐ
る
在
日
付
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
米
子
が
此
の
…
…
…
人
を
比
較
し
て
、

よ
り
は
絞
湖
、
松
浦
よ
り
は
象
山
が
術
突
す
る
所
多
し
正
式
つ



t
と
る
の
も
…
態
背
緊
に
捻
る
事
で
ゐ
ら
う
。

以
上
限
問
中
の
先
河
と
し
て
、
一
小
川
チ
、
科
別
諮
、
樹
上
梨
、

林
併
軒
の
問
中
川
内
及
人
物
の
略
設

み
亡
。
こ
、
に
附
一
一
泊
し
て
お
き

皮
い
こ
と
は
、
以
上
の
略
訟
は

の
み
…
貌
を
体
へ
よ
う
と
し
七
の
で
は
な
い
'
と
え
ふ
こ
と
で
ゐ
る
。
闘
も
こ
れ
得
数
家
は
段
卒
の
先

初
で
あ
る
と
共
に
、
又
小
府
内
ゅ
の
先
何
で
も
め
る
者
が
多
い
の
で
め
る
か
ら
、
お
じ

し
に
と
は
兵
っ
た
一
一
向
も
め
る
わ
け
で
ゐ
る
の

U
ハこ

乃
宅
)

1

h
コ
工
、
」
M
U
t
-
L
)

一1
こ
し
て
文
3

》
〉
二
年
計
、

げ

ν
宝

6
E
h
-
-同
Njf
一i
l

マ
p
f
f
c
l
ヨ/

'
と
し
仁
に
泌
5
臥

ω
で
め
る
。

ぞ
の
出
つ
で
来
る
所
遠
く
、
ぞ
の
起
る
や
叉
い
は
れ
の
め
る
本
全
明
か
に
せ
ん

一一 41一一
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